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■『平成28年度第55回通常総会』開催（県連）

■『平成28年度通常総会・商工会青年部第1回研修会』開催（県青連）

■『平成28年度通常総会・商工会女性部第1回研修会』開催（県女性連）

■『平成28年度第19回主張発表広島県大会』開催（県女性連）

■『平成28年度第12回広島県商工会職員協議会パワーアップセミナー』開催

■『商工会の日記念事業』を実施（県連）
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五
月
二
十
四
日（
火
）、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
広
島
（
中
区
基
町
）
に
て
、「
平
成

二
十
八
年
度　

第
五
十
五
回
通
常
総
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
十
四
名
の
商
工
会
長

等
が
出
席
し
、
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
報

告
、収
支
決
算
等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
熊
高
会
長
は
、
平
成

二
十
七
年
度
に
取
り
組
ん
だ
事
業
に
つ
い

て
総
括
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
度

は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
『
一
歩
前
へ
！

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
』
を
具
体
的
な
行
動

指
針
と
し
、〝
会
員
満
足
度
の
向
上
〞 〝
商
工

会
の
機
能
強
化
〞
〝
商
工
会
法
施
行
五
十
五

周
年
記
念
事
業
〞
の
三
つ
の
柱
を
掲
げ
、
事

業
を
実
施
し
、「
会
員
満
足
度
の
向
上
で

は
、
計
画
的
・
組
織
的
な
巡
回
に
よ
り
、
会

員
ニ
ー
ズ
な
ど
の
掘
り
起
こ
し
に
努
め
、
伴

走
型
の
支
援
を
積
極
的
に
展
開
、
特
に
販
路

開
拓
の
支
援
と
し
て
、『
地
域
力
活
用
市
場

獲
得
等
支
援
事
業
地
方
事
務
局
』
を
設
置

し
、『
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
』
の

窓
口
と
し
て
、
申
請
九
百
三
十
件
（
採
択

五
百
九
十
九
件
）
の
実
績
を
挙
げ
た
」
と
取

り
組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
は
、
年

間
入
場
者
数
が
百
八
十
一
万
人
を
超
え
、
売

平成２８年度

第
五
十
五
回

第
五
十
五
回

第
五
十
五
回

第
五
十
五
回

第
五
十
五
回

第
五
十
五
回

第
五
十
五
回

第
五
十
五
回

第
五
十
五
回

第
五
十
五
回

通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催
県連

事
業
の
三
本
柱
に
重
点
的
に

取
り
組
み
、好
結
果
残
し
た

実
り
あ
る一年
だ
っ
た
こ
と
を

報
告

ジブラルタ・ロックは、安定性と信頼の象徴

企業の経営者様と従業員を守る、商工貯蓄共済付加保障制度
＜　担当：広島支社　・　福山支社　＞

コールセンター　0120－37－2269（ミナジブロック）
HPアドレス　　  http://www.gib-life.co.jp/

何百年もの間、荒波にもまれながらも形を変えない岩

ジブラルタ・ロック

それが、わたしたちのシンボルです

上
が
五
億
六
、六
九
〇
万
円
と
過
去
最
高
を

記
録
し
た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
つ
目
の
柱
で
あ
る
〝
商
工
会
の

機
能
強
化
〞
で
は
、「
全
て
の
商
工
会
へ
の

事
務
局
長
設
置
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
経

営
発
達
支
援
計
画
の
認
定
申
請
を
支
援
し

た
結
果
、
三
十
四
商
工
会
中
十
一
商
工
会
が

認
定
を
受
け
た
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

三
つ
目
の
柱
で
あ
る
〝
商
工
会
法
施
行

五
十
五
周
年
記
念
事
業
〞
で
は
、
十
月

三
十
一
日
に
約
五
百
六
十
名
の
商
工
会
関

係
者
が
集
い
、
広
島
県
大
会
が
開
催
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
、
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

　

熊
高
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
通
常
総
会
で

は
県
連
副
会
長
の
三
谷
省
吾
氏
を
議
長
に

選
任
し
、
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・ 

第
一
号
議
案
¦
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び

財
産
目
録
承
認
の
件
（
監
査
報
告
）

・ 

第
二
号
議
案
¦
辞
任
に
伴
う
役
員
の
補
欠

選
任
に
関
す
る
件

　

第
一
号
議
案
の
事
業
報
告
で
は
、
経
営
改

善
普
及
事
業
等
の
効
率
的
な
運
営
を
図
る

た
め
に
行
っ
た
、
商
工
会
指
導
員
に
よ
る
現

地
指
導
が
六
百
四
十
八
回
実
施
さ
れ
た
こ

と
や
、
経
営
発
達
支
援
計
画
認
定
に
関
す
る

申
請
特
別
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
が
事
務

局
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
号
議
案
の
、
辞
任
に
伴
う
役
員
の
補

欠
選
任
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
は
、
林
昭
三

氏
（
三
次
広
域
商
工
会
長
）
が
、
新
た
に
理

事
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
引
き
続
き
、
全
国
商
工
会
連
合

会 

中
小
・
小
規
模
企
業
成
長
実
行
本
部
長

の
増
山
と
し
か
ず
氏
を
講
師
に
招
き
、「
儲

か
る
事
業
と
地
域
を
つ
く
ろ
う
」
を
テ
ー
マ

に
、正
副
会
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
畑
野
中
国
経
済
産
業
局
長
を
は

じ
め
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
珠
算
検
定
実
施
・
商
工
貯
蓄
共
済
事

業
の
推
進
に
優
秀
な
実
績
を
残
し
た
商
工

会
な
ど
に
、
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
の
普
及
に
貢

献
し
た
商
工
会
に
、
広
島
銀
行
・
ジ
ブ
ラ
ル

タ
生
命
株
式
会
社
か
ら
、
ま
た
、
商
工
会
の

共
済
制
度
『
か
が
や
き
』
の
普
及
推
進
に
寄

与
し
た
商
工
会
に
、
広
島
県
中
小
企
業
共
済

協
同
組
合
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

研修会で講演する増山としかず氏

謝辞を述べる府中町商工会竹中会長
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地
域
に
根

付
い
た
足

腰
の
強
い

企
業
を
創

る
べ
き
」

と
力
を
込

め
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
と
は

地
域
住
民

が
主
体
と

な
っ
て
地

元
の
課
題
・
問
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
で
取

り
組
む
こ
と
。
そ
の
規
模
が
徐
々
に
大
き
く

な
っ
た
時
に
必
要
と
な
る
の
が
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
す
る
時
に
、
壁
に
ぶ
ち
当
た
る
こ
と
が

多
々
あ
る
。
そ
ん
な
時
に
頼
り
に
な
る
の
が

商
工
会
。
う
ま
く
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
時
に
は
熱
く
、

時
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
引
き
つ
け
る

宮
本
氏
の
軽
快
な
ト
ー
ク
に
、
参
加
者
は
み

ん
な
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
終
了
後
に
行
わ
れ
た
質
疑
応

答
で
は
、
青
年
部
員
が
積
極
的
に
質
問
を
投

げ
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
全
青
連
主
催
の
「
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
塾
」
に
参
加
し
た
五
日
市
商
工
会

青
年
部
の
滝
原
雄
太
氏
と
大
野
町
商
工
会

青
年
部
の
大
島
久
典
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
成

果
を
報
告
。
続
い
て
行
わ
れ
た
第
三
部
で
は

越
智
会
長
が
、
平
成
二
十
八
年
度
の
部
員
増

強
目
標
や
平
成
二
十
九
年
度
の
役
員
改
選

に
伴
う
県
青
連
の
会
長
候
補
者
公
募
の
概

要
、
熊
本
県
で
実
施
す
る
「
ご
当
地
グ
ル
メ

炊
き
出
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　

研
修
後
に
開
か
れ
た
「
平
成
二
十
八
年

　

五
月
十
日（
火
）、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

広
島
（
広
島
市
中
区
田
中
町
）
に
て
、
広
島

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
「
平
成

二
十
八
年
度
第
一
回
商
工
会
青
年
部
研
修

会
」
並
び
に
「
平
成
二
十
八
年
度
通
常
総

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
出
席

（
三
十
四
名
）
の
も
と
、
平
成
二
十
七
年
度

の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
な
ど
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
前
に
は
三
部
で
構
成
さ
れ
る
研
修

会
を
実
施
。
第
一
部
に
講
師
と
し
て
、「
郷

土
料
理
そ
ば
処 

阿
蘇 

は
な
び
し
」
代
表
取

締
役
宮
本
博
史
氏
（
全
国
商
工
会
青
年
部

連
合
会
相
談
役
）
が
登
場
し
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
〝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス　

イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン　

〜
商
工
会
青
年
部
に
求
め

ら
れ
る
コ
ト
〞。
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震

で
被
災
し
た
宮
本
氏
は
、
ま
ず
冒
頭
で
地
震

に
対
す
る
様
々
支
援
に
対
し
て
感
謝
の
意

を
述
べ
、
災
害
に
備
え
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
ま
で
の
流
れ
を
解

説
し
な
が
ら
、
青
年
部
が
地
域
で
担
う
役
割

を
力
説
。「
大
切
な
の
は
地
域
に
根
付
く
こ

と
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
社
会
貢
献
活
動

を
行
い
な
が
ら
同
時
に
地
域
経
済
を
学
び
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
く

度
通
常
総
会
」
で
は
、
大
崎
上
島
町
商
工
会

青
年
部
の
望
月
部
長
を
議
長
に
選
出
し
、
一

つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
議
案
は
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
通
り
。

・ 

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
書
・
収
支
決

算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
承

認
の
件

　

総
会
後
に
は
中
下
副
知
事
、
平
田
県
議
会

議
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
ご
来
賓
を

迎
え
て
「
平
成
二
十
八
年
度
県
青
連
表
彰

式
」
が
行
わ
れ
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連

合
会
長
表
彰
（
経
営
革
新
承
認
事
業
所
と

部
員
増
強
運
動
）
の
受
賞
者
が
表
彰
状
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
後
に
、
中
下
副
知
事
続
い
て
平

田
県
議
会
議
長
よ
り
祝
辞
を
賜
り
、
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

平 成 28 年 度

県青連県青連

通
常
総
会・商
工
会
青
年
部

第一回
研
修
会
開
催

通
常
総
会・商
工
会
青
年
部

第一回
研
修
会
開
催

地
域
に
根
付
い
た
青
年
部
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

重
要
性
と
手
法
を
学
ぶ

広島支店（法人営業部）

国内・海外旅行はもとより、教育旅行、地域交流ビジネス、イベントの運営まで、ＪＴＢは幅広
くサポート致します。

私たちのフィールドは、移動・宿泊・食事・観光のすべてが織り成す「交流文化産業」です。

人が動けば、ご相談下さい。
ＪＴＢ中国四国 広島支店がお手伝い致します｡

講師を務める宮本博史氏
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蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

あなたの
　チカラに、
　　なりたい。

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

　

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
五
月

二
十
七
日（
金
）、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
広
島
に
て
「
平
成
二
十
八
年
度
第
五
十

回
通
常
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
人
出

席
三
十
二
人
、
委
任
状
出
席
二
人
の
計

三
十
四
人
の
出
席
の
も
と
、
平
成
二
十
七
年

度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
な
ど
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
井
上
文
江
会
長
は
、
四
月

に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
ふ
れ
、
県
女
性
連

の
初
動
支
援
と
し
て
見
舞
金
を
送
る
こ
と

を
決
定
し
た
と
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
全
女

性
連
の
働
き
か
け
に
よ
り
実
施
し
て
い
る

募
金
活
動
で
、
百
二
十
万
円
を
超
え
る
募
金

が
集
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
て
も
感
謝
の
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
広
島
県
商
工
会
女
性
部
組
織

化
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
井
上
会

長
は
「
来
年
二
月
七
日
に
記
念
大
会
を
行

う
と
と
も
に
、
例
年
行
っ
て
い
る
事
業
も
一

工
夫
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
力

を
込
め
、
大
会
の
成
功
に
向
け
て
活
動
へ
の

理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
に
は
、
広
島
県
商
工
労
働
局
産

業
労
働
部
長
の
海
田
智
浩
氏
（
湯
﨑
英
彦

県
知
事
代
理
）、
石
井
正
朗
専
務
理
事
（
熊

高
一
雄
県
連
会
長
代
理
）、
堀
岡
芳
郎
常
務

理
事
（
林
恵
介
県
共
済
理
事
長
代
理
）、
県

青
連
の
越
智
会
長
の
四
名
が
来
賓
と
し
て

出
席
。
代
表
し
て
海
田
氏
と
石
井
氏
の
お
二

人
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
沼
田
町
商
工
会
女
性
部

の
瀬
戸
迪
子
部
長
を
議
長
に
、
一
つ
の
議
案

が
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・ 

第
一
号
議
案
¦
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報

告
書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及

び
財
産
目
録
承
認
の
件

　

平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
報
告
で
は
、
部

員
増
強
運
動
を
広
島
県
統
一
事
業
と
全
国

統
一
事
業
の
二
本
立
て
で
行
っ
た
こ
と
を

報
告
。
九
十
二
名
の
新
規
加
入
が
あ
っ
た
こ

と
を
報
告
し
、
引
き
続
き
組
織
力
を
ア
ッ
プ

す
る
た
め
、
部
員
増
強
運
動
へ
の
協
力
を
求

め
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
「
第
十
九
回
商
工
会

女
性
部
主
張
発
表
広
島
県
大
会
」
「
商
工
会

女
性
部
第
一
回
研
修
会
」
も
同
時
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
一
般
社
団
法
人

邑
南
町
観
光
協
会
の
常
務
理
事　

寺
本
英

仁
氏
が
『
あ
な
た
の
地
域
の
宝
は
何
？　

自
社
も
含
め
た
地
域
資
源
を
再
発
見
』
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

寺
本
氏
は
東
京
農
業
大
学
卒
業
後
、
島
根

県
石
見
町
役
場
（
現
・
邑
南
町
役
場
）
に
入

庁
。
邑
南
町
が
目
指
す
「
Ａ
級
グ
ル
メ
の
ま

ち
」
仕
掛
け
人
と
し
て
、
道
の
駅
、
町
営
イ

タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
、
食
の
学
校
、
耕
す

シ
ェ
フ
の
研
修
制
度
な
ど
を
手
掛
け
て
き

ま
し
た
。
現
在
、
総
務
省
地
域
力
創
造
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
兼
務
す
る
、
産
業
振
興
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

　

冒
頭
で
寺
本
氏
は
、
食
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

様
々
な
取
り
組
み
に
果
敢
に
挑
む
自
身
の

経
験
談
を
語
っ
た
上
で
、「
思
っ
た
ら
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
」
と
力
説
。
邑
南
町
の
商

品
を
東
京
で
売
り
込
も
う
と
し
た
際
の

様
々
な
失
敗
談
も
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
赤
裸
々
に
告
白
し
、
会
場
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　

寺
本
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
Ａ
級
グ

ル
メ
」
と
は
、
邑
南
町
の
生
産
者
が
真
心
・

愛
情
込
め
て
手
間
暇
か
け
て
作
っ
た
食
材

の
み
を
使
い
、
料
理
人
が
食
材
へ
の
こ
だ
わ

り
と
愛
情
を
持
っ
て
調
理
・
提
供
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
お
客
様
に
感
動
を
与
え
、
町
民

に
地
域
に
根
差
し
た
農
業
や
食
に
対
し
て

抱
く
、
愛
着
・
誇
り
・
自
尊
心
を
生
み
出
す

取
り
組
み
の
総
称
で
す
。

　

役
場
職
員
で
も
あ
る
寺
本
さ
ん
が
す
べ

て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
テ

「
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」
も
そ
の
一
つ
。
一
流

の
シ
ェ
フ
や
パ
テ
ィ
シ
エ
を
揃
え
、
食
材
を

主
役
に
し
た
Ａ
級
グ
ル
メ
を
提
供
し
て
い

ま
す
。「
本
当
に
お
い
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、

新
鮮
で
お
い
し
い
食
材
が
あ
る
田
舎
に
あ

る
！
」
と
断
言
。「
み
な
さ
ん
の
町
で
も
、

Ａ
級
グ
ル
メ
が
必
ず
で
き
ま
す
」
と
エ
ー
ル

を
贈
り
ま
し
た
。

平 成 28 年 度

県女性連県女性連

通
常
総
会・商
工
会
女
性
部

第一回
研
修
会
開
催

通
常
総
会・商
工
会
女
性
部

第一回
研
修
会
開
催

一
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
承
認
。

今
年
度
開
催
の
五
十
周
年
記
念
大
会

へ
の
協
力
も
要
請

議事の前に誓いの言葉を唱和する女性部員
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広島県社会保険労務士会
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TEL：082－212－4481　http://www.hiroshima-sr .or . jp/

社会・労働保険何でも相談所

総合労働相談所
TEL：082-221-0610

無  料

専門家派遣・相談等支援事業
(広島県最低賃金総合相談支援センター併設)

医療労務管理支援事業

職場のトラブルを円満解決

社労士会労働紛争
解決センター広島
TEL：082-212-4481

無  料

年金専用相談・請求受付センター

無  料
街角の年金相談センター広島
街角の年金相談センター福山

　

五
月
二
十
七
日（
金
）、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
広
島
に
て
「
第
十
九
回　

商
工

会
女
性
部
主
張
発
表
広
島
県
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
県
内
五
地
域
か
ら
選
ば
れ
た

代
表
が
、
中
国
四
国
大
会
出
場
を
か
け
て
思

い
の
丈
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
を
行
っ
た
の
は
、
芸
南
地
域
協

議
会
芸
南
西
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
木
村
佐
代

子
さ
ん
（
五
日
市
商
工
会
女
性
部
）、
同
地

域
協
議
会
芸
南
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
奥
村

信
子
さ
ん
（
広
島
安
芸
商
工
会
女
性
部
）、

芸
北
地
域
協
議
会
代
表
の
丸
本
昌
子
さ
ん

（
広
島
安
佐
商
工
会
女
性
部
）、
中
央
地
域
協

議
会
代
表
の
幸
家
真
美
さ
ん
（
大
崎
上
島

町
商
工
会
女
性
部
）、
備
南
地
域
協
議
会
代

表
の
池
本
幸
美
さ
ん
（
尾
道
し
ま
な
み
商

工
会
女
性
部
）、
備
北
地
域
協
議
会
代
表
の

永
田
喜
久
子
さ
ん
（
備
北
商
工
会
女
性

部
）
の
六
名
。

　

各
代
表
は
、
女
性
部
で
の
活
動
や
地
域
振

興
活
動
で
得
た
経
験
や
成
果
を
堂
々
と
披

露
。
最
優
秀
賞
に
は
、
中
央
地
域
協
議
会
の

幸
家
真
美
さ
ん
（
大
崎
上
島
町
商
工
会
女

性
部
）
が
輝
き
ま
し
た
。
優
秀
賞
は
芸
南
西

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
木
村
佐
代
子
さ
ん
（
五

日
市
商
工
会
女
性
部
）。
今
回
初
め
て
審
査

員
長
を
務
め
た
中
国
新
聞
社
広
告
局
の
三

藤
和
之
担
当
局
長
は
「
い
ず
れ
も
レ
ベ
ル

が
高
く
優
劣
が
付
け
に
く
い
六
名
だ
っ
た
」

平 成 28 年 度

第
十
九
回
主
張
発
表

　広
島
県
大
会
開
催

第
十
九
回
主
張
発
表

　広
島
県
大
会
開
催

第
十
九
回
主
張
発
表

　広
島
県
大
会
開
催
県女性連

各
地
域
代
表
が
、

　
　熱い
想い
を
訴
え
る

と
総
評
。
幸
家
さ
ん
の
発
表
に
つ
い
て
は
、

「
内
容
の
構
成
の
良
さ
、
光
景
が
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
な
構
成
で
内
容
に
申
し
分
な
い
」
と

評
価
し
、「
も
っ
と
堂
々
と
し
た
表
現
を
す

る
と
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
発
表
に
な
る
。
表

現
力
に
磨
き
を
か
け
て
中
四
国
大
会
、
全
国

大
会
へ
と
進
ん
で
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
し
た
。

　

幸
家
さ
ん
は
、『
女
性
部
活
動
と
地
域
振

興
・
ま
ち
づ
く
り
〜
民
泊
事
業
サ
ポ
ー
ト
で

島
の
元
気
を
応
援
！！
〜
』
を
テ
ー
マ
に
発

表
。
修
学
旅
行
生
の
民
泊
を
受
け
入
れ
る
ま

で
の
心
の
葛
藤
や
、
受
け
入
れ
て
か
ら
の
感

動
を
語
り
ま
し
た
。
時
折
、
手
振
り
身
振
り

を
交
え
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
落
ち
着
い
て

話
す
幸
家
さ
ん
の
語
り
口
に
、
聴
衆
は
魅
了

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

幸
家
さ
ん
は
受
賞
の
挨
拶
で
「
応
援
の

お
か
げ
で
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
が
ん
ば
っ
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」
と
喜
び
の
声
を

上
げ
ま
し
た
。
幸
家
さ
ん
は
、
九
月
十
三
日

に
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
る
「
平
成
二
十
八

年
度
中

国
四
国

ブ
ロ
ッ

ク
商
工

会
女
性

部
主
張

発
表
大

会
」
に

広
島
県

代
表
と

し
て
出

場
し
ま

す
。

最優秀賞を受賞した幸家さん（上段中央）と女性部のみなさん。

㈱近畿日本ツーリスト中国四国　広島支店

広島市中区立町１番２４号（有信ビル７階）
電話（０８２）２２１-７０３１
FAX（０８２）２２１-７０３９
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国内、海外、業務中、業務外での病気・ケガによる休業を補償

入院はもちろん自宅療養もカバー

Point １

Point ２

Point ３

Point ４

Point ５

団体割引適用で割安な保険料

家事従業者の方もご加入いただけます。

ご加入の際、医師の診査は原則不要です。

天災もサポート!Point ６

病気やケガで働けない間、月々の所得を補償します。
（最長１年間、免責期間７日間）

全国商工会経営者休業補償制度

商工会の休業補償制度のPoint！

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
と
広
島
県
商
工

会
職
員
協
議
会
は
六
月
十
一
日（
土
）、
ワ
ー

ク
ピ
ア
広
島
に
て
、「
平
成
二
十
八
年
度
第

十
二
回
広
島
県
商
工
会
職
員
協
議
会　

パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

第
一
部
で
は
、
例
年
、
八
月
下
旬
に
開
催

し
て
い
る
経
営
指
導
員
研
究
発
表
大
会
を

研
修
会
の
一
環
と
し
て
開
催
。
事
前
に
提
出

し
た
経
営
支
援
事
例
シ
ー
ト
を
も
と
に
代

表
に
選
出
さ
れ
た
県
内
各
地
域
協
議
会
の

五
名
の
経
営
指
導
員
が
日
頃
の
経
営
支
援

の
取
り
組
み
や
そ
の
成
果
に
つ
い
て
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
審
査
委
員
に
中
国
新
聞
社 

広
報

担
当
局
長
の
三
藤
和
之
氏
、
広
島
県
商
工
労

働
局
経
営
革
新
課
長
の
小
早
川
一
英
氏
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
広
島
支
店
支
店
長
の
岸

本
英
司
氏
の
三
名
に
加
え
、
職
員
協
議
会
の

役
員
、
計
七
名
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
発
表
者
）
①
広
島
県
央
商
工
会　

中
元
課

長
、
②
沼
隈
内
海
商
工
会　

藤
本
主
任
、

③
備
北
商
工
会　

上
田
課
長
、
④
呉
広
域

商
工
会　

佐
々
木
主
任
、
⑤
高
陽
町
商
工

会　

熊
谷
主
任
主
事

　

発
表
大
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
第
二
部

の
研
修
会
で
は
、
高
陽
町
商
工
会
の
山
﨑
祐

輔
課
長
が
「
経
営
発
達
支
援
計
画
を
実
施

し
て
」、
全
国
商
工
会
連
合
会　

市
場
開
拓

支
援
課
の
田
中
拓
課
長
が
「
中
央
情
勢
に

つ
い
て
」、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
て
の
研
修
会
が
終

了
後
、
永
年
勤
続
表
彰

（
全
職
協
表
彰
、
三
十

年
・
二
十
年
・
十
年
表

彰
）
が
行
わ
れ
、
各
部

門
の
代
表
者
が
表
彰
状

と
記
念
品
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
研
究
発
表

大
会
の
結
果
発
表
が
行

わ
れ
、
祖
母
が
残
し
た

秘
伝
の
ソ
ー
ス
「
ビ
ン

ゴ
ソ
ー
ス
」
の
商
品
改

良
か
ら
販
路
開
拓
ま
で

の
取
り
組
み
を
発
表
し

た
沼
隈
内
海
商
工
会
の

藤
本
経
営
指
導
員
が
最

優
秀
賞
に
輝
き
、
九
月

に
広
島
市
で
開
催
さ
れ

る
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大

　6月15日（水）、広島県商工会連合会は「商工会の日記念
事業」を実施しました。この事業は6月10日の「商工会の日」
にちなみ、その前後に毎年行われているものです。今年も
MAZDA Zoom-Zoom スタジアム広島の各ゲートに職員が立
ち、野球観戦に訪れた来場者に向けて、商工会やひろしま夢
ぷらざの情報が印刷されたオリジナルうちわを配布しました。
　スタジアム内では、大型ビジョンに商工会のPR画像を放映。
カープファンで真っ赤に染まったスタジアムで存在感を示しまし
た。また、抽選会では、檸檬せんべい、辛辛つけ麺広島、洋酒ケー
キ、ゆかりペンスタイル、カープかつといったバラエティ豊かな特
産品の詰め合わせ５種が10名様にプレゼントされました。
　この日のイベントには、職員のほか各商工会の事務局長も参
加。試合は西武ライオンズを相手に6-2で快勝！ 31,435人の
来場者に対し、商工会をPRする絶好の機会となりました。

「商工会の日
記念事業」
を実施
県　連 熱気あふれるマツダスタジアムで商工会をPR。

オリジナルうちわの配布やプレゼント抽選会も

第
十
二
回

広
島
県
商
工
会
職
員
協
議
会

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

平
成
二
十
八
年
度

各
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た

経
営
指
導
員
五
名
が
日
頃
の

取
り
組
み
や
成
果
に
つ
い
て
発
表

会
に
広
島
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、

約
二
百
三
十
名
が
参
加
。
参
加
者
か
ら
は

「
経
営
指
導
員
の
熱
心
な
姿
に
心
打
た
れ

た
」
「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
支
援
す
る

よ
う
な
事
例
も
あ
り
、
よ
い
刺
激
に
な
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
経

営
指
導
員
の
取
り
組
み
つ
い
て
、
改
め
て

知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
に
も
な
っ
た
よ

う
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
情
報
交
換
会
に
は
約

百
四
十
名
が
参
加
。
午
前
中
の
総
代
会
で
新

た
に
選
出
さ
れ
た
山
崎
新
会
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
岸
本
広

島
支
店
長
の
発
声
に
よ
り
乾
杯
が
行
わ
れ
、

意
見
交
換
や
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
職

員
間
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

支援事例を発表した5名
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